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本製品は、アヒフラワー（学術名：Buglossoides arvensis）の種子から抽出した植物性プレミアム油です。

① オメガ3・6・9系脂肪酸をバランス良く配合しております。
② 又、オメガ3であるステアリドン酸（SDA）が豊富に含まれている唯一の商用オイルです。

SDAはα-リノレン酸とEPAの中間代謝物であり、体内においてEPAへの変換効率が高いことが知られています。

What is    ?
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機能性表示対応原料ではございませんが、後述するヒト介入試験データをベースに、ご採用頂いた製品への下記文言表記が
可能です。是非ともご活用を頂ければと存じます。

◎ マイルドな文言：

「本品にはステアリドン酸が多く含まれており、ステアリドン酸は体内でEPAに変換されることが知られています。」

〇 ややチャレンジングな文言：

「アヒフラワー種子オイルを摂取すると、アマニ油と比較して体内のEPAが4倍高くなることが報告されています」

※体内のEPA濃度が上がること自体が機能性だと見なされると、上記表現もできないことになりますが、
この辺りの規制は確定していない状況です。

× NGな文言：

「アヒフラワー種子オイルは、アマニ油と比較してEPAを4倍効率よく産生します」

※効率よく、という表現が誤認を与えるといった指摘を受ける可能性がございます

What is    ?
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アマニ油 ツバキ油 ヘンプ油 えごま油 魚油

αリノレン酸（ALA）含有量 42-48 57-63 32-38 12-23 60.9 0

ステアリドン酸（SDA）含有量 18-20 0 0 1-2 0 0

オレイン酸含有量 6-14 19 85 12 14.6 0

γリノレン酸（GLA）含有量 4.5-8 0 0 3-4 0 0

オメガ3：6レシオ 4:1 4:1 2:1 0.4:1 - N/A

ジホモγ-リノレン酸供給源 〇 ? ? ? ? ?

炎症性アラキドン酸の減少効果** 〇 ? ? ? ? ?

非遺伝子組み換え証明 〇 ？ ？ 〇 〇 ？

トレーサビリティ ◎ △ △ △ △ ?

** in vivo試験にて実証
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Perfect balanced omega source

アヒフラワー🄬オイルについては、下記整理表の通り、オメガ3（ALA/SDA）、オメガ6（GLA）、オメガ9（オレイン
酸）をバランス良く配合する植物油となり、ステアリドン酸含有量は他の植物油の中でも突出しています。抗炎症作用
もヒト介入試験をベースに実証されている、機能性硬化の高い製品となっています。
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オメガ7 オメガ9

パルミチン酸 αリノレン酸 ステアリドン酸 DHA EPA リノール酸 γリノレン酸 パルミトレイン酸 オレイン酸

オメガスコア 3 4 6 5 2 3 1 合計オメガスコア ランキング 合計 多価脂肪酸 ランキング

魚油 12 18 162 7 30 14

アヒフラワーオイル 5.5 45 20 12 6 10 267 1 83 2

アーモンド油 6 24 67 115 14 24 16

アボカド油 14 12 65 89 24 12 20

亜麻仁油 5 60 14 18 226 2 74 6

エクストラバージンオリーブ油 15 13 67 93 22 13 19

オリーブ油RR 11 7 77 91 23 7 21

クルミ油 7 14 63 14 182 5 77 4

ぶどう油 6 67 22 156 9 67 7

精製ゴマ油 9 41 42 124 13 41 11

小麦胚芽油 17 58 16 132 11 58 10

サフラワーサラダ油 7 76 13 165 6 76 5

ハイオレイックサフラワー油 5 14 78 106 17 14 18

大豆白絞油 11 7 54 24 153 10 61 8

茶実油 8 7 81 95 21 7 21

月見草油 6 75 9 7 184 4 84 1

菜種白絞油 4 10 19 63 131 12 29 15

ハト麦油 13 31 53 115 14 31 13

ハイオレイックひまわり油 3 6 86 98 19 6 24

レギュラーひまわり油 0 27 0 27

ボラージシード油 11 38 22 18 160 8 60 9

マカダミアナッツ油 8 2 23 57 61 25 2 26

ユズ種子油 20 35 38 108 16 35 12

ユチャ油 8 7 82 96 20 7 21

落花生油 9 22 58 102 18 22 17

ローズヒップ油 4 33 45 15 204 3 78 3

ココアバター 26 3 33 39 26 3 25

油種
飽和脂肪酸

不飽和脂肪酸

オメガ3 オメガ6

Perfect balanced omega source

* オメガ3＆6&9合計値（機能効果に応じて、オレイン酸=1、リノレン酸=2、ALA/GLA=3、SDA=4、EPA=5, DHA=6、と点数配賦）
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必須脂肪酸であるリノール酸とα-

リノレン酸は、それぞれアラキド
ン酸（C20:4）とエイコサペンタ
エン酸（C20:5）の前駆体になり
ます。アラキドン酸やエイコサペ
ンタエン酸（EPA）のような炭素
数２０個の多価不飽和脂肪酸は、
代謝されることで「プロスタグラ
ンジン」「トロンボキサン」「ロ
イコトリエン」といったエイコサ
ノイドを生成します。

抗炎症性のエイコサノイドを産生
するために、体内で効率よくEPA

を生成する必要があり、その前駆
体であるステアリドン酸（SDA）
を豊富に含むアヒフラワーオイル
は需要となります。

Stearidonic acid (SDA)

アマニ油
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アヒフラワー🄬オイルでは、2報のヒ
ト介入試験結果を公表しています。

1報目論文については、2016年に公
表しており、下記試験設計にて実施
しています。

・n=40（平均30歳の男女）
・28日間
・2群

*アヒフラワーオイル10ml/日
*アマニ油10ml/日

アマニ油摂取群と比較して、血液中
および血球（赤血球、好中球、単核
細胞）中のEPA濃度4倍高く、高い
EPA換算効率を示しました。
同様に、ドコサペンタエン酸
（DPA）も有意に増加しました。

Human trials 1
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2報目の論文については、2017年に公
表しており、下記試験設計にて健常成
人を対象にした二重盲検試験を実施し
ています。

・n=88（平均30歳の男女）
・28日間
・4群

*ハイオレひまわり油100%

*アヒフラワーオイル100%

*アヒ60%/ハイオレひまわり油40%

*アヒ30%/ハイオレひまわり油70%

単核細胞におけるLPS刺激時のIL-10

（抗炎症性サイトカイン）産生量が、
アヒフラワーオイル摂取群総じて、有
意に高いことが示されています。

Human trials 2
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Products for food and supplements
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Products for cosmetic

化粧品用途についてはNatralipid🄬名称で原料展開しております。INCI登録も「Buglossoides Arvensis Seed Oil」名で
完了済としており、2022年春先の公表を前提にヒト介入試験をベースとしたスキンケア論文投稿予定です。
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アヒフラワー🄬オイルでは、馬（競
走馬）に対して2報の試験結果を公表
しています。

1報目論文については、2016年に公
表しており、下記試験設計にて実施
しています。

・n=30

・70日間
・3群

*アヒフラワーオイル40ml/日
*アマニ油40ml/日
*コーン油40ml/日

アマニ油摂取群と比較して、血液中
および血球（赤血球、好中球、単核
細胞）中のEPA濃度が10倍高く、高
いEPA換算効率を示しました。

Study for equine 1
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Study for equine 2

2報目の論文については、2020年に公表してお
り、下記試験設計にて馬（競走馬）を対象にし
た試験を実施しています。

・n=5

・4群
*アヒフラワーオイル30ml/日vs A社魚油同量
*アヒフラワーオイル30ml/日vs B社魚油同量
*アヒフラワーオイル30ml/日vs C社魚油同量
*アヒフラワーオイル30ml/日vs D社魚油同量

複数社魚油商品との嗜好性比較試験を実施し、
アヒフラワーオイルの高い嗜好性が確認されま
した。
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犬用の抗腫瘍効果についても、細胞
試験をベースに検証をしておりま
す。

論文化された2015年の研究では、
犬の科学療法抵抗性のあるリンパ系
腫瘍細胞を使用し、アヒフラワーオ
イルが豊富に含むステアリドン酸
（SDA）の効果を検証しました。

ステアリドン酸は、各種腫瘍に対し
て、抗腫瘍活性効果があることを実
証し、化学療法との併用効果の可能
性についても示しました。

一般的なペット用サプリ原料として
のみならず、今後色々な用途に活用
頂ける製品となっています。

Study for dog
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Thank you so much for listening to us
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